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高千穂小学校の児童が、県道北方高千穂線（高千穂町役場の前）の道路壁面を清掃

道
路
は
広
く
美
し
く



2

みんなで土砂災害を防ぎましょう
～現在、土砂災害を防止するためのソフト対策も重要視されています～

毎年、梅雨期の６月を「土砂災害防止月間」と定め、国・県が市町村等関係機関と連携して、土砂災害
に関する防災知識の普及、警戒避難体制の整備推進を図るため、各種事業を行っています。
また、これまで土砂災害防止対策は、災害の発生を原因地で防止するハード対策を主体に整備を進めて

きましたが、最近では、�適時・適切な避難行動による災害の未然防止、�情報通信技術（ＩＴ）を活用
した情報の収集・提供による危機管理体制の強化などのソフト対策が重要視されています。
このような中、本県においても、様々なソフト対策を実施しています。このうち、西臼杵地区で実施し

ている事業について紹介いたします。

土砂災害防止教室

小学生の時から土砂災害について、関心をもってもらうために毎年実施しています。今年は、５月２６日
に高千穂町立押方小学校（柳田光寛校長、児童数８０人）で、６月２４日に鞍岡小学校（酒井康行校長、児
童数７２名）で実施しました。
両校とも全校生徒を対象に、ビデオやプロジェクターで土砂災害のメカニズムや実際に発生した土石流や

がけ崩れ、地滑りの説明を行いました。
昨年の大きな台風により被害を受けたところを間近に見た児童も多く、みんな真剣に学んでいました。
押方小学校の校長先生からは 「人の命は一つしかありません。危険な場所には近づかないなど、自分の、

命は自分で守りましょう 」という話がありました。。

土砂災害情報相互通報システム整備事業

これまで、
航空写真に土
砂災害危険区
域を記載した
区域図を作成

。してきました
今回、住民

の方により分
かりやすい情
報を提供する
ため、避難場
所の情報等を
記載した区域
図を作成しま
した （右の写。
真）現在、関
係するページ
を各戸に配布

。中です

高千穂町立押方小学校で行われた土砂災害防止教室

（説明者は支庁土木課の甲斐主幹兼河川砂防係長）

土砂災害防止講座

６月１３日に高千穂町岩戸支所で行われ、地域住
民の方々、消防団員など約百名が参加しました。講
師は、県砂防ボランティア協会の森山國道さんと三
浦功さん。

、「 」森山さんは 災害は忘れないうちにやって来る
と題し 「人の命と財産は戻ってこない。個々の危、
機管理を強めてほしい 」と話しました。。
また、三浦さんは 「土砂災害について」をテー、

マに、全国で発生した土砂災害の実際の映像を紹介
しながら 「行、
政と住民の双
方向の情報伝
達が重要で、
自分の身は自
分で守るとい
うことを心が
けてほしい 」。
と呼びかけま
した。

高千穂町岩戸支所で行われた土砂災害防止講座

五ヶ瀬町立鞍岡小学校で行われた土砂災害防止教室

（説明者は支庁土木課の岡部主査）
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災害危険箇所点検
西臼杵郡各町は、災害の発生を未然に防止す

るため出水期の前に、毎年災害危険箇所点検を
行っています。
今年も、日之影町が６月２日に、高千穂町が

６月１３日に、五ヶ瀬町が６月１４日に、関係
機関（役場、警察署、消防団、支庁）の職員が
参加し実施しました。

災害危険箇所点検後に行った検討会（日之影町）

県道緒方高千穂線馬門工区完成
県道緒方高千穂線馬門工区（国道２１８号線

） 。との交差点付近の岩戸方面側 が完成しました

事 業 名：地方道路交付金事業
事業年度：平成15年～17年度(平成17年５月15日完成)
総事業費：約２億７，０００万円
改良延長：５７０ｍ

、 （ 、 ）幅 員：車道７ｍ 歩道３ｍ 改良前は 車道７ｍ

改良後

「第５０回宮崎県乾しいたけ品評会」
～団体の部、個人の部で西臼杵郡の生産者大健闘～

６月２日に宮崎市のＪＡ ＡＺＭ大ホールで開
催された今回の品評会には、県内から７６９点の
出品があり、うち２７８点が入賞しました。西臼
杵管内からは、６２点が入賞するという輝かしい
成績を収めました。西臼杵産乾しいたけの品質の
良さや安定した技術力が高く評価されました。
団体の部では、五ヶ瀬町が３年連続で第３位、

日之影町が第５位で躍進賞を受賞しました。
個人の部では、小椋憲二さん（五ヶ瀬町）が箱
（ ） 「 」 （ ）物 冬� の部で 林野庁長官賞 と箱物 香�

「 」 、 、の部で 県知事賞 を 馬崎宗之さん(日之影町)
が7 0 0 g（香信）の部で「県知事賞」と「日本椎
茸農業協同組合連合会会長賞」を、小椋俊子さん
（五ヶ瀬町）が箱物（香�）の部で「県知事賞」
を受賞しました。

左から馬崎宗之さん、小椋憲二さん、小椋俊子さん

」「緑の募金に御協力ありがとうございます
平成１７年西臼杵地区春の「緑の募金」の

総額は、２８８，３０５円でした。
なお、高千穂地区建設業協会は、毎年２０

万円の募金を１０年継続されています。
なお 「緑の募、

金」で今年度は、
高千穂町立高千穂
小学校、日之影町
立八戸小学校、五
ヶ瀬町立鞍岡小学
校の緑化に役立て
ることとしていま
す。 募金を手渡しされる竹尾高千穂地区

建設業協会長

災害危険箇所点検（高千穂町） 災害危険箇所点検(五ヶ瀬町)

⇒

改良前

昨年度 「緑の募金」を活用して整備した、
高千穂小学校の花壇
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編集後記
６月は「土砂災害防止月間」で、土砂災害防止講座

（地域住民対象）や土砂災害防止教室（小学生対象）
を実施しましたが、一貫していたことは土砂災害のお
それがあるときは、避難するのが一番であるというこ
とです。早めに安全な場所に避難していただくようお
願いします。 文藝春秋７月号で高千穂出身の作家の

▲

高山文彦さんが「わが街・私の味」で高千穂を紹介さ
れています。また、高千穂峡で撮影されたお茶のＣＭ
も近々放送されるようです。その他でも、テレビや雑
誌等で高千穂が取りあげられています。これらを活用

修して、高千穂郷ファンの輪を広げていきましょう。○

トピックス

古紙配合率１００％、白色度８２％を使用しています。

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望な
どがありましたら下記までご連絡ください。

西 臼 杵 支 庁 だ よ り

□ 西臼杵支庁新任者研修会開催
６月１６日

西臼杵支庁に初めて赴任した職員を対象に開催
し、新任者２０名が参加しました。
西臼杵支庁は、県内唯一の総合事務所であり、

総務課、福祉課、農政水産課、林務課、土木課に
おいて一元的に業務を実施しています。
縦割りではなく、横の連携を図っていくために

は、他の課の業務内容を理解することも重要であ
るということから、昨年度から実施しています。
会議室で各課からの業務内容の説明を受けた後、

各課の現場において現地研修を行いました。

高千穂町観光協会講演会
６月２８日

(財)みやざき観光コンベンション協会中馬章一専務
理事による「宮崎から見た観光高千穂への提言」と題
した講演会が行われました。
中馬専務からは 「観光振興を進める上で大切なこ、

とは、住んでよし、
訪れてよしの高千穂

。づくりの理念である
、 、 、また 食事 お土産

飲み物を魅力的にす
ることが必要。さら
に、歴史に勝るもの
はない、歴史を活用
してほしい 」などの。
提言を含めた話があ
りました。

観光について熱く語る中馬専務理事

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課
T E L 0 9 8 2 (7 2 )2 1 8 1 F A X 0 9 8 2 (7 2 )3 7 6 0

http://www.pref.miyazaki.jp/contents/org/U R L
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

平成１７年度新規就農者学修会開講式
６月２８日

西臼杵農業改良普及センターは、新規就農者を対象
に農業者としての資質向上のために必要な基本技術や
知識の習得、先進農家との意見交換や現地視察などを
行う学修会を実施しており、開講式が行われました。
今年度の学修会の参加者は、９名（高千穂町４名、

五ヶ瀬町５名）で、開講式には２名が参加しました。
開講式では、今年

度の新規就農者の紹
介のあと年間学修計
画の説明が行われ、
普及協力員会会長及
び西臼杵地区ＳＡＰ
会長から激励の言葉

。がありました
開講式に参加した甲斐忍さん（左）と
内倉慎一さん

【現地研修】
中山間総合農地防災事業（水路トンネル （五ヶ瀬町））

【業務内容研修】
西臼杵における生活の注意事項なども講義がありました。

高千穂高校女子剣道部高校総体県大会優勝
宮崎県大会で、３年連続２４度目の優全国高校総体

勝を果たした高千穂高校剣道部が、６月８日に優勝報
告に来庁しました。８月３日～５日に千葉県で開催さ

、 。れる全国大会では優勝を目指して 頑張ってください

支庁を訪れた高千穂高校女子剣道部の佐伯監督と選手達


